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今年も干し柿づくりの季節がやってきました。援農ボランティアの
実施について、新型コロナウイルスを考慮して検討を進めてきま
したが、募集の範囲を限定して実施することになりました。
干し柿づくりという伝統の維持のサポート、地区外とのつながりの
継続のため、受け入れ側も参加者側も満足できるような時間を
作り上げていきたいと思います。

地域おこし協力隊に着任して2年と6か月が経ちました。任期は最長3年で来年4月末卒業予定の
ため、残すところあと半年。卒業・定住へ向けて、ひとつひとつ経験を積み重ねていきたいと思います。

いろんな方に尋ねられることが多くなってきましたが、協力隊卒業後も耕野に住み続ける予定です！
農業、林業、はたまた工芸、何を生業にしていくかはまだまだ模索中、、、
卒業までの半年、そしてその先も引き続き“かわべ”をよろしくお願いします。

卓球倶楽部に新兵器が導入されました。その名も「ロボ太くん」！
自動で球を打ち出してくれるので練習効率UP！
卓球倶楽部🏓は新メンバー募集中です。

去る日曜日、とある柿畑へピクニックをしに。風の強い日でしたが、
暖かい日差しと柿のオレンジ、青空、にわか雨と虹の下で、にぎや
かで楽しい時間を過ごしてきました。

12月6日㈰開催予定の第6回耕野ふるさとまつりに、好評をいただいた
「カフェかわべ」がふたたび出店予定です。母がコーヒーをお淹れします。
ぜひゆったりとしたひとときを味わいにいらしてください☕

将来の選択肢のひとつとして炭焼きの勉強を始めました。なぜ今なのか。それ
は背中を押してくれる人が現れたから。炭焼きを実際にやっている存在が近く
にありながら、自分が炭焼きをはじめようとは想像もしてませんでした。

今月は筆甫と七ヶ宿の3軒の炭焼き職人を訪問。いろいろお話を聞いたり作
業や炭窯を見学したりしてきました。
奥が深く、きっと経験をたくさん積むことでやっといい炭が焼けるようになる。
一筋縄ではいかないことばかりでしょうが、「できないかも」という不安よりも
「楽しそう」などの前向きな気持ちが上回っています。

炭窯改修計画を思い描いてましたが、新設もあり？次の動きも検討中。

昨年度の様子

炭焼き職人のまき割り作業

かわべ農園の埋もれた炭焼き小屋

柿畑ピクニック

おととしのふるさとまつりにて


